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【 寄 稿 】 

 
 
 

米国不動産市場の最近の動向（７） 
 
 
 

イシイリサーチカンパニー（シアトル） 

代表 石井 隆弘 

 
■はじめに 

 
今回は、前回に引き続きグリーンをテーマにしました。

出典は前回にも活用しましたが、Ｕｒｂａｎ Ｌａｎｄ Ｉｎｓｔｉ－ 

ｔｕｔｅから今年発行された「Ｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ  

Ｐｌａｎｎｅｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓ」です。今回はこの本の第７章

である「Ｃａｓｅ Ｓｔｕｄｉｅｓ」１０件の中から、米国内の８件

を抄訳しました。他の２件は、ロンドンのＧｒｅｅｎｗｉｃｈ  

Ｍｉｌｌｅｎｎｉｕｍ Ｖｉｌｌａｇｅ（開発面積 ２５．８ヘクタール、計

画住宅数 ２，９５６戸、開発工事着工 １９９９年、全プロジ

ェクト完成見込み ２０１３年）とオーストラリアのパース

市のＨａｒｖｅｓｔ Ｌａｋｅｓ（開発面積 ３４ヘクタール、完成住

宅数１，０００戸、開発工事着工 ２００２年３月、住宅建設完

成見込み ２００８年、商業施設リース開始見込み ２０１０

年）です。 
 
 
１．Ｂｒｅｗｅｒｙ Ｂｌｏｃｋｓ（オレゴン州ポートランド市） 

 
Ｂｒｅｗｅｒｙ Ｂｌｏｃｋｓは、ポートランド市Ｐｅａｒｌ Ｄｉｓｔｒｉｃｔ

にあったビール醸造所跡地を開発したものである。土地

利用は、商業地区、住宅地区、小売店舗地区の複合近隣

地域となっており、住む、働く、遊ぶための空間を周辺

地域からの訪問者を含め提供しようとするものである。

また全体的に歩行者に優しい土地利用計画としている。

新たな高品質建築物は、復元された歴史的建造物と調和

が取れた設計が施されており、コミュニティーに対して

古いその地域のセンスを残すように配慮されている。開

発基本計画は、三つの基本原則から出来ている。環境上

持続可能なこと、歴史的な建造物の保存及び新旧全ての

建築物はＵ．Ｓ．Ｇｒｅｅｎ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ Ｃｏｕｎｃｉｌ’ｓ（ＵＳＧＢＳ）

ＬＥＥＤ規準に適合した設計となっていることである。具

体的な省エネルギー対策としては、太陽光発電デモンス

トレーションプログラム、グリーンルーフ、冷却水植生、

取り壊した建造物の廃材の再利用、住宅及び商業施設の

遮熱窓、資源効率の高い設計及び資材の採用などである。 
 
Ｂｒｅｗｅｒｙ Ｂｌｏｃｋｓ開発構想は、ポートランド市圏域に

おける不動産業界の下降時期であった１９９０年代後半に

おいて策定された開発構想であったため、同圏域におい

て成功の期待された再開発のシンボルとなった。結果的

には成功を収め、この地区における商業用不動産の賃料

は同市の平均をかなり上回り、また、このプロジェクト

の売り物である環境にやさしいＨｅｎｒｙコンドミニアム

は建設完了予定の９ヶ月前に完売した。この地域の居住

人口は、１９９９年には数百の人々が住んでいたが、この

プロジェクト完成後は３，５００人の人々が住み、また働い

ている。 
 
このＢｒｅｗｅｒｙ Ｂｌｏｃｋｓ地区の輸送上の大きな特徴は、

地区全体５ブロックの地下が駐車場になっていることと

ポートランド市の公共輸送機関である無料のダウンタウ

ントロリーロールの駅がこの地区に近接していることで

あり、このことによってトランジット志向型の開発とな

っている。さらにこの地区の道路の歩道は地区周辺道路

の歩道にシームレスに繋がっている。 
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プロジェクトデータ 

土地利用情報 
開発用地面積 １．８６ヘクタール

オフィス賃貸ネット面積 ５０，０２１平方メートル

小売店舗リース総面積 １４，８６４平方メートル

住宅数 ３６５戸

駐車場スペース（構造物） １，３００台

 
住宅情報    

ユニットタイプ ユニット面積 
（平方メートル） ユニット数 当初販売／賃貸価格 

コンドミニアム ７０－２４９ １２３ ＄２６９，０００－＄１，０８０，０００  

アパート ６０－１４０ ２４２ ＄１，２００－＄４，０００／月  

 
オフィス情報    

 第１ブロック 第２ブロック 第４ブロック 
賃貸ネット面積 
（平方メートル） ９，０３０ １７，５１５ ２３，４７６

テナント数 ４      １６      １０      

平均テナント面積 
（平方メートル） ３，４１５ １，２７７ ２，５２６

 
小売店舗情報   
小売区分 店舗数 リース総面積（平方メートル） 
日常用品 １ ４，３５９         

食品 ６ ２，７５８         

衣料及びアクセサリー ７ ２，８４４         

靴 １ １４８         

家具 １ １，２６１         

趣味、専門、ギフト ４ ３，１４０         

銀行 ２ ３５４         

 
開発費情報 
用地取得費 ＄１９，７５０，０００   

用地整備費（全ブロック） 
掘削，整地 －      

下水，水道，排水 ＄３２４，１９４   

舗装，縁石，歩道 ＄５９１，０７７   

景観，灌漑 ＄３８０，２４３   

手数料，一般条件 ＄８６８，３５８   

その他 
 破壊 ＄３８，５３５   

 信号機，街路灯 ＄１，３３５，１２２   

 ＄３，５３７，５２９   
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駐車場建設（全ブロック） 
支柱，掘削 ＄５，９６５，７７０   

コンクリート ＄１１，２５２，０３４   

レンガ工事 ＄１６３，９２９   

鉄 ＄３８４，９４３   

耐風雨 ＄４１３，９４３   

戸，窓 ＄９７，４８１   

仕上げ ＄４９５，５１６   

特殊 ＄８１，１７８   

機械 ＄１，４７７，８１６   

電気 ＄１，６６６，８９８   

手数料，一般条件 ＄２，６９９，１１５   

 ＄２４，６９８，３１３   

 
建設費 
第１ブロック ＄２９，３１３，０７４   

第２ブロック ＄５６，８５０，５８９   

第３ブロック ＄４９，８９６，８７２   

第４ブロック ＄５２，３０９，４１２   

第５ブロック ＄５１，０３０，３５３   

総開発費 ＄２８７，３８６，１４０   

 
開発スケジュール 
用地取得 １９９９年   

開発計画策定開始 １９９９年   

建設着工 ２０００年   

住宅販売開始 ２００４年   

商業用施設リース開始 ２００１年   

プロジェクト完成 
 第１、第２、第４ブロック ２００３年   

 第３、第５ブロック ２００６年   

 
ディベロッパー 
Ｇｅｒｄｉｎｇ Ｅｄｌｅｎ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｐｏｒｔｌａｎｄ， Ｏｒｅｇｏｎ 

 
 
２．Ｄａｙｂｒｅａｋ（ユタ州サウスジョーダン市） 

 
Ｄａｙｂｒｅａｋは、開発面積が１，６７０ヘクタールというユ

タ州において最大の計画開発地区である。同州ソールト

レーク市の南３２キロメートルに位置する。この地域は、

約５３，８００ヘクタールの銅の鉱山及びその緩衝地帯であ

り、現在では約半分は廃鉱している。開発地区は、緩衝

地帯の東端に位置しており、その全面積は１，６７０ヘクタ

ールである。完成予定は２０１７年である。１３，５００戸の住

宅と８４５，４１８平方メートルの商業用施設と小売店舗を

擁する。環境上の配慮としては、まず大量輸送機関を志

向していることである。さらに、５０６ヘクタールのオー

プンスペースを保全し、１００パーセントの雨水貯留機能

を持たせること、全ての住宅は連邦環境保護庁のＥｎｅｒ-

ｇｙ Ｓｔａｒの認定を受けていること、第１次開発地区の小

学校とコミュニティーセンターはＵＳＧＢＳ ＬＥＥＤ 



 19

Ｓｉｌｖｅｒの認証を受けていること、冷暖房需要は地下から

のヒートポンプによることなど環境への配慮を重視して

いる。この地区のディベロッパーであるＫｅｎｎｅｃｏｔｔ  

Ｌａｎｄ Ｃｏｍｐａｎｙ社は、米国では最初にＩＳＯ１４００１を取

得した土地開発会社である。 
 

Ｄａｙｂｒｅａｋ開発地区が抱える持続可能性の観点からの

最大の問題は、地域の雇用が集中するソールトレーク市

ダウンタウンから南に３２キロメートルに立地すること

である。このことはこの地区からの通勤者による自動車

交通量を増加させ、そのため地域の大気汚染を悪化させ

ることになる。このような環境への影響は、一つは、長

期的に見れば将来Ｄａｙｂｒｅａｋ地区自体が地域の雇用を引

き付けることによって緩和されるであろうこと、二つに

は、２０１０年にはライトレールの延伸が計画されること

によって緩和されるであろうといわれている。 
 

Ｄａｙｂｒｅａｋの開発基本計画上の３つの目標は次の通り

である。第一に、可能な限りの多くの交通手段と社会生

活の選択肢を提供すること。例えば、歩行者又は自転車

に優しい道路や家に近い学校、職場、教会の建設である。

第二に、人々の多様な住宅需要に対応して住宅の選択肢

を多くすることである。第三に、既存の自然の植生や地

勢とオープンスペースを組み合わせてレクリエーション

を提供することである。 
 
開発地区は、東地区と西地区に分かれる。９０３ヘクタ

ールの東地区は、湖を取り囲むようにして七つのビレッ

ジと一つのタウンセンターから成っている。碁盤の目の

道路には、歩道とグリーンベルトがあり域内歩行者に利

用される。七つのビレッジには微妙な設計上の違いが施

されており、タウンセンターは各ビレッジから半径４００

メートルの円の中心に位置している。住宅は、価格の点

及びタイプの上からも取得しやすいように配慮されてお

り、また、伝統的な戸建住宅、タウンハウス、グリーン

コート、マンション、キャレッジホーム、アパートなど

選択肢も非常に多い。シニアーセンター、図書館、ジム、

デイケアーセンター、グリーンスペースも設置される。

西地区の開発も、基本的には東地区と同様な構想で、今

後の市場動向を見ながら、進められることとなっている。 
 

プロジェクトデータ 

土地利用情報 
開発用地面積 １，６７０ヘクタール   

住宅数 １３，６６７戸   

オフィス全面積 ４８１，７０２平方メートル   

小売店舗総面積 ２２２，０３８平方メートル   

工業施設総面積 １３９，３５５平方メートル   

 
土地利用計画   
 面積（ヘクタール） 比率（パーセント） 
住宅 ５５８ ３３          

小売店舗 ６４ ４          

オフィス，工業施設 ３５ ２          

道路，駐車場 ３０２ １８          

オープンスペース ５０６ ３０          

その他（市民施設） ２０４ １３          

合計 １，６７０ １００          

 
住宅情報    

ユニットタイプ ユニット面積 
（平方メートル） ユニット数 当初販売価格 

戸建住宅 １２１－３７２ ８，８０３    ＄１６０，０００－４５０，０００ 

長屋 ８４－２７９ ２，８８３    ＄１３２，０００－１６７，０００ 

アクティブアダルト － ９１１    － 
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混合利用 － ４９０    － 
アパート － ５８０    － 
 
開発費  
用地取得費 歴史的経過 
用地整備費 ＄５７４，０００，０００ 

ソフト経費 ＄４９，０００，０００ 

総開発費 ＄６２３，０００，０００ 

 
開発スケジュール  

開発計画策定  ２００１年４月   

建設着工  ２００３年６月   

完成予定  

 第１ビレッジ ２００６年 １，０６１区画   

 第２ビレッジ ２００７年 １，４８１区画   

 第３－第８ビレッジ ２００８－２０１７年 １１，１２５区画   

プロジェクト完了予定 ２０１７年 

 
ディベロッパー 
Ｋｅｎｎｅｃｏｔｔ Ｌａｎｄ Ｃｏｍｐａｎｙ， Ｍｕｒｒａｙ， Ｕｔａｈ 

 
 
３．Ｇｌｅｎｗｏｏｄ Ｐａｒｋ（ジョージア州アトランタ市） 

 
Ｇｌｅｎｗｏｏｄ Ｐａｒｋは、工場跡地を利用した都市型の店

舗、レストラン、幅広い選択肢を持つ住宅からなる開発

地区である。アトランタ市のダウンタウンからはわずか

３．２キロメートルという立地が大きい優位点である。伝

統的なコミュニティーデザインであるが、歩行可能な住

宅と商業機能の混合利用となっており、環境上の配慮を

取り入れた持続可能な開発である。この開発地区は、ア

トランタ大都市圏住宅建設業協会（Ｇｒｅａｔｅｒ Ａｔｌａｎｔａ 

Ｈｏｍｅ Ｂｕｉｌｄｅｒｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）によって運営されてい

る「Ａｔｌａｎｔａ’ｓ ＥａｒｔｈＣｒａｆｔ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓ」の認証を

受けており、その要件としては、低未利用地の利用であ

ること、雨水集中再利用すること、責任ある計画と設計

によること、景観を保全すること、コミュニティー参加

型であること及びグリーンビルディング方式に従うこと

である。 
 

Ｇｌｅｎｗｏｏｄ Ｐａｒｋ開発地区は、長年工業地域であり、

その周辺は１００年以上の戸建住宅地域である。この地域

は１９６０年代から深刻な経済不況にみまわれたが、ここ

数年においては、不動産価値が急上昇している。交通上

はかなり便利であリ、主要道路にもアクセスが比較的容

易である上に、アトランタ市ダウンタウンへのバスルー

トが利用可能であるし、また、アトランタ大都市圏高速

鉄道公社鉄道の２つの駅には１．６キロメートル以下であ

り大量輸送機関の利用も比較的容易である。 
 
開発地区内の道路は、沿道に木が植えられており全般

的に狭くつくられており、そのかわり歩道は広い。駐車

場は住宅の裏手に建設されており歩行者の安全に配慮さ

れている。店舗の前から小規模公園までベンチが置かれ

ている。コミュニティーの中心には、卵型の公園が配置

されており、そこには子供の遊び場、池、草原がある。 
 
住宅スタイルも多様性があり、戸建住宅、タウンハウ

ス、コンドミニアムが意図的に混在している。規模の点

からも、５６平方メートルから４４６平方メートルのコンド

ミニアムまで選択の幅が大きい。住宅購入者は、所得階

層、人種、年齢の点で幅が広く、若い専門職、独身、子

供のいない夫婦、幼い子供のいる夫婦、ベビーブーマー

にわたる。 
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プロジェクトデータ 

土地利用情報 
開発用地面積 １１ヘクタール   

オフィススペース完成比率 １００パーセント   

小売店舗用スペース完成比率（２００６年現在） ７１パーセント   

平均テナント規模 ２２２平方メートル   

 
土地利用計画 
オフィス賃貸ネット面積 １，９５１平方メートル   

小売店舗リース可能総面積 ４，７２４平方メートル   

住宅数 ３２８戸   

 
住宅情報    

ユニットタイプ ユニット面積 
（平方メートル） ユニット数 当初販売価格 

戸建住宅 １９７－４４６ ９９    ＄４０５，８００－９５０，０００ 

タウンハウス １９２－３０５ ９１    ＄３５８，９００－６１０，０００ 

コンドミニアム ５７－２０４ １３８    ＄１４０，５００－３５２，３６５ 

 
開発費 
用地取得費 ＄５，６０８，０００   

用地整備費 
掘削，整地 ＄１，５００，０００   

下水，水道，排水 ＄３，６００，０００   

舗装，縁石，歩道 ＄２，６００，０００   

景観，灌漑 ＄１，１４１，０００   

手数料，一般条件 ＄１３２，０００   

その他 ＄９８０，０００   

合計 ＄９，９５３，０００   

 
建設費 
スーパーストラクチャー ＄５０，０００   

ＨＶＡＣ（暖房・空調） ＄５０，０００   

電気 ＄７５，０００   

配管，スプリンクラー ＄２００，０００   

仕上げ ＄１１５，０００   

グラフィック，専門 ＄１１５，０００   

手数料，一般条件 ＄６５０，０００   

その他 ＄５３５，０００   

 ＄１，７９０，０００   

 
ソフト費用 
アーキテクチャー，エンジニアリング ＄１，２５０，０００   

市場調査 ＄９３９，０００   

法律，会計 ＄２８０，０００   
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税，保険 ＄４３０，０００   

権利証手数料 ＄１２０，０００   

建設利息と手数料 ＄５８５，０００   

その他 ＄２５０，０００   

合計 ＄３，８５４，０００   

総開発費 ＄２１，２０５，０００   

 
開発スケジュール 
用地取得 ２００１年１１月   

開発計画開始 ２００１年１２月   

建設着工 ２００３年１月   

住宅販売開始 ２００４年１月   

プロジェクト完成予定 
 第１期 ２００６年１２月   

第２期 ２００７年１２月   

（見込み）   

 
ディベロッパー 
Ｇｒｅｅｎ Ｓｔｒｅｅｔ Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ， Ａｔｌａｎｔａ， Ｇｅｏｒｇｉａ 

Ｔｈｅ Ｍｅｄｄｉｎ Ｃｏｍｐａｎｙ（ｒｅｔａｉｌ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ）， Ａｔｌａｎｔａ， Ｇｅｏｒｇｉａ 
 
 
４．Ｈｉｄｄｅｎ Ｓｐｒｉｎｇｓ（アイダホ州エイダ郡） 

 
Ｈｉｄｄｅｎ Ｓｐｒｉｎｇｓは、アイダホ州エイダ郡のＢｏｉｓｅ 

Ｆｒｏｎｔ山脈のふもとの低い丘陵地帯に位置している。開

発面積は、７１１ヘクタールであり、８４０戸の住宅と１つ

のタウンセンターからなっている。環境にやさしいコミ

ュニティー構想を基本にしており、約６０パーセントはオ

ープンスペースとなっておりその利用目的は多様である。

それは、将来の開発のための保留地、ハイキング用遊歩

道、農業用地、湿地、野生動植物の生息地などである。

環境上の配慮の方策として、革新的な排水再利用システ

ム、コミュニティー支援農業が特徴的である。また、こ

の開発は、全国住宅建築業者協会（Ｎａｔｉｏｎａｌ Ａｓｓｏｃｉａ-

ｔｉｏｎ ｏｆ Ｈｏｍｅ Ｂｕｉｌｄｅｒｓ）やＬｉｎｃｏｌｎ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｏｆ  

Ｌａｎｄ Ｐｏｌｉｃｙなどの非営利研究団体からスマートグロ

ースのモデルとして推奨されている。 
 

Ｈｉｄｄｅｎ Ｓｐｒｉｎｇｓは、Ｂｏｉｓｅの北西１６キロメートル、

Ｄｒｙ Ｃｒｅｅｋ Ｖａｌｌｅｙ内の田園地域に位置する。農業地域

であり、農家のうちには１３０年も農業を継続している農

家もある。 
 
開発構想の核は、持続可能なことであり、ビジョンと

して次のようなことを掲げている。当地の地方色と農業

の伝統を残すこと。小都市の雰囲気を創造すること。自

然環境に敬意を払うこと。住宅は省エネルギー、省資源

の設計、資材利用とするが、伝統的な住宅設計は残すこ

と。生活の質と健康な生活を最優先にすること。近隣の

学校への援助や生涯学習への支援を通じて高い教育水準

を維持すること。多様なタイプの住宅を供給することに

よって年齢層、所得層、人種的背景の多様なコミュニテ

ィーを目指すこと。 
 
総開発面積７１１ヘクタールのうち４０５ヘクタールは、

遊歩道、農業用地、湿地帯、野生動植物の生息地からな

るオープンスペースである。住宅地は小規模なタウンセ

ンターの周辺に集中しているが、一部の住宅地は広い開

発地域に点在している。タウンセンターはこの開発地区

の主要な入り口に位置しており、消防署、私立のプレス

クール、混合利用ビル（カフェ、事務所、コミュニティ

ー郵便センター、図書館）がある。 
 

Ｈｉｄｄｅｎ Ｓｐｒｉｎｇｓは当初、Ｃａｒｌｙｌｅ Ｇｒｏｕｐ ｏｆ 

Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ，Ｄ．Ｃ．の子会社とＧｒｏｓｓｍａｎ Ｃｏｍｐａｎｙ 

Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ ｏｆ Ｐｈｏｅｎｉｘ，Ａｒｉｚｏｎａの子会社のパートナ

ーシップとして開発が開始された。Ｃａｒｌｙｌｅ Ｒｅａｌｔｉｅｓ社
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が資金を調達し、Ｇｒｏｓｓｍａｎ社がそれまで長年所有して

いた土地を提供した。しかし初期において投資成果は計

画を下回り続けたため、２００１年にはパートナーシップ

は解消され、現在の所有者であるＤｅｖｅｌｏｐｅｒｓ ｏｆ  

Ｈｉｄｄｅｎ Ｓｐｒｉｎｇｓ ＬＬＣに開発は引き継がれた。同社は、

本拠地がミネアポリスあるＧＭＡＣ ＲｅｓＣａｐ社の子会社

である。なおＦｒａｎｋ Ｍａｒｔｉｎ氏は１９９７年以来開発チーム

のリーダーである。 
 

プロジェクトデータ 

土地利用情報 
開発用地面積 ７１１ヘクタール 

住宅数 ８４０戸 

住宅開発完成比率 ８０パーセント 

グロス住宅密度（ユニット数／ヘクタール） １．１８ 

平均ネット住宅密度（ユニット数／ヘクタール） ３．５ 

 
土地利用計画   

 面積 
（ヘクタール） 

比率 
（パーセント） 

住宅地 ２４０ ３４ 

道路 ３７ ５ 

開発されたオープンスペース 
（公園、共用地） １７ ２ 

開発されないオープンスペース 
（自然のオープンスペース） ４０７ ５７ 

タウンセンター，混合利用，学校 ７ １ 

下水施設、電力施設 ３ １ 

 
住宅情報   

ユニットタイプ ユニット面積 
（平方メートル） 当初販売価格 

Ｃｏｔｔａｇｅ ４９ ＄１７０，０００ 
Ｓｃｈｏｏｌ Ｒｉｄｇｅ １６７－２０４ ＄１７０，０００－２２０，０００ 
Ｖｉｌｌａｇｅ ２０４－２４１ ＄２４０，０００－２７０，０００ 
Ｆｏｏｔｈｉｌｌｓ ２２３－２７９ ＄２６５，０００－３００，０００ 
Ｃｏｔｔｏｎｗｏｏｄ １５３－２５１ ＄３３５，０００－５２５，０００ 
Ｍａｐｌｅ ２０４－３４４ ＄４３５，０００－６２０，０００ 
Ａｓｐｅｎ ２４２－３７２ ＄５８０，０００－６８９，０００ 
Ｍａｒｋｅｔｐｌａｃｅ １７０－２２５ ＄３００，０００ 
Ｃｕｓｔｏｍ ２７９－５５７ ＄８００，０００－１，０００，０００ 
 
開発費情報  

用地取得費 ＄８，７５０，０００ 

用地整備費  

掘削，整地 ＄９，４２５，０００ 

下水、水道、排水 ＄１０，３００，０００ 

舗装、縁石、歩道 ＄４，９２０，０００ 

景観、灌漑 ＄２，８１０，０００ 

通信、電力 ＄１，７００，０００ 
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 ＄２９，１５５，０００ 

 
建設費  

オフィス、小売店舗 ＄１，４００，０００ 

アメニティー ＄３，２００，０００ 

消防署 ＄６００，０００ 

 ＄５，２００，０００ 

 
ソフト費用  

アーキテクチャー、エンジニアリング ＄３，１８０，０００ 

プロジェクトマネジメント ＄４，８００，０００ 

市場調査、販売 ＄５，９００，０００ 

法律、会計 ＄１，０１５，０００ 

税、保険 ＄１，５００，０００ 

タウンアソシエーション ＄５００，０００ 

建設利息と手数料 ＄３，８００，０００ 

ライセンス、ボンド、許可 ＄４６０，０００ 

 ＄２１，１５５，０００ 

総開発費 ＄６４，２６０，０００ 

 
開発スケジュール  

開発計画策定開始 １９９５年１月 

用地買収 １９９７年２月 

建設着工 １９９７年１１月 

販売開始 １９９８年９月 

第１期完成 １９９９年１２月 

プロジェクト完成 ２００８年１２月（見込み） 

 
オーナー 
Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒｓ ｏｆ Ｈｉｄｄｅｎ Ｓｐｒｉｎｇｓ ＬＬＣ，Ｍｉｎｎｅａｐｏｌｉｓ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ 

 
ディベロッパー 
Ｍａｒｔｉｎ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ＬＬＣ，Ｂｏｉｓｅ Ｉｄａｈｏ 

 
 
５．Ｈｏｌｉｄａｙ Ｎｅｉｇｈｂｏｒｈｏｏｄ（コロラド州ボールダー市） 

 
Ｈｏｌｉｄａｙ Ｎｅｉｇｈｂｏｒｈｏｏｄは、ボールダー市の北端に位

置し、Ｈｏｌｉｄａｙ Ｔｗｉｎ Ｓｃｒｅｅｎ Ｄｒｉｖｅ－Ｉｎ Ｔｈｅａｔｅｒ社

の経営するドライブインシアターの跡地を利用して開発

したものである。開発面積は１１．０４ヘクタールであり、

郊外グロース型の持続可能な開発を目指している。土地

利用は、３３４戸の住宅と４６５平方メートルの商業地域か

らなっている。住宅は、多様なスタイル、建築タイプ、

価格で建設されており、１３８戸の公的補助の入ったアフ

ォーダブル住宅が含まれている。商業地域には、グルメ

ピザレストラン、パンコーヒーショップ、フィットネス

センター、エコフレンドリークリーニング屋、オフィス

コンドミニアムがある。また、コミュニティー庭園、遊

歩道、自転車道、２エーカーの市営公園、数箇所のポケ

ットパークが配置されている。 
 

Ｈｏｌｉｄａｙ Ｎｅｉｇｈｂｏｒｈｏｏｄの開発計画策定当初から、パ
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ブリックプライベートパートナーシップとして設立され

たディベロッパーは、その開発目的として、住宅のアフ

ォーダビリティー、芸術及び健康的なライフスタイルと

地域に根ざした持続可能な設計と開発とをうまく結びつ

けることを掲げている。特に「３つのＥ」（エコノミー、

エクイティー、エンバイアロンメント）が強調されてい

る。具体的には、高密度、一団の住宅建設、混合土地利

用開発を通じて、省エネルギー、徒歩、自転車利用、大

量輸送機関の利用を奨励している。環境対策としては、

太陽光利用又はその遮断、リサイクルされた又は環境へ

の影響を最小限にした建設資材の利用、エネルギー効率

の高い建築方法の採用、現在の最高水準の照明技術ガイ

ドラインに沿うこと、革新的な雨水処理技術の採択など

である。 
 
この開発計画で大きな特徴は、開発主体が、ボールダ

ー市の地域住宅供給公社であるＢｏｕｌｄｅｒ Ｈｏｕｓｉｎｇ  

Ｐａｒｔｎｅｒｓ（ＢＨＰ）と５つの民間のディベロッパーとのパ

ートナーシップであることである。ＢＨＰは半政府機関

である。ＢＨＰは開発地を所有しており、ディベロッパ

ーとして用地整備とインフラ整備後に、それを５つのデ

ィベロッパーに売却することになっている。 
 

Ｈｏｌｉｄａｙ Ｎｅｉｇｈｂｏｒｈｏｏｄ地区の立地としては、国道と

地方道にアクセスでき、北と東の２方面はオープンスペ

ースとなっている。１９８９年にＨｏｌｉｄａｙ Ｔｗｉｎ Ｓｃｒｅｅｎ 

Ｄｒｉｖｅ-Ｉｎ Ｔｈｅａｔｅｒ社のドライブインシアターが閉鎖さ

れた後は、数年間空き地のままであったが、土地所有者

は、ビッグボックス小売業者に対してその跡地にウェア

ハウスストアーを建設することに同意していた。しかし、

ボールダー市当局は、同市内に残された唯一の大規模な

未利用地であったことから、この開発計画は好ましくな

いと判断し、コミュニティー開発計画の承認手続きの過

程で、反対した。同市は、１９９７年には、その用地を、４

８０万ドル（１平方メートル当たり４３ドル）で買収し、

翌年には、ＢＨＰに転売した。その後はこの半政府機関

が全責任をもって開発に取り組んだわけである。ＢＨＰが

市当局から建築許可を得たり、連邦環境保護庁から補助

金を得たりすることは非常に困難であった。ボールダー

市の建築許可は、非常に厳しいＢｏｕｌｄｅｒ Ｇｒｅｅｎ Ｐｏｉｎｔｓ 

Ｂｕｉｌｄｉｎｇ Ｐｒｏｇｒａｍに従って行われる。それは、土地、

水、エネルギー、その他の資源の保全を図るための厳し

い規準となっている。また、２００１年には連邦環境保護

庁のＥＰＡ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ  

Ｇｒａｎｔを申請するに当たっては、デンバー市に本拠地を

置く研究団体であるＳｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｆｕｔｕｒｅｓ Ｓｏｃｉｅｔｙの

技術的な支援を受けた。 

 
プロジェクトデータ 

土地利用情報  

開発用地面積 １１．０４ヘクタール 

住宅数 ３３４戸 

グロス住宅密度（ユニット数／ヘクタール） １２１ 

平均ネット住宅密度（ユニット数／ヘクタール） ２０ 

全商業用スペース ５，４１３平方メートル 

 
土地利用計画   

 面積（ヘクタール） 比率（パーセント） 
住宅 ５．５５ ５０ 

混合利用 １．０９ １０ 

商業施設 ０．３２ ３ 

道路、駐車場 ３．３７ ３１ 

オ－プンスペース ０．７１ ６ 

 
住宅情報    
プロジェクト名 
（ユニットタイプ） 

ユニット面積 
（平方メートル） ユニット数 当初販売価格 

Ｂｌｏｃｋ６（タウンハウス、２世帯住宅） １１２－１９５ ８ ＄１４０，０００－４５０，０００ 
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Ｔｈｅ Ｃｒｅｓｃｅｎｔ（コンドミニアム 
アパートメント） ７５－１４８ ４０ ＄１２９，０００－６２５，０００ 

Ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ Ｆａｍｉｌｙ 

Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 

（２寝室タウンハウス） 
１０２ ３ ―― 

Ｇａｒｄｅｎ Ｃｒｏｓｓｉｎｇ（１寝室キャリッジ 
ハウスと２又は３寝室タウンハウス） ６１－１５１ ５５ ＄１１０，０００－３０１，１８０ 

Ｈｏｌｉｄａｙ Ｓｑｕａｒｅｓ（混合ビル内の 
タウンハウス型コンドミニアム） ８９－９７ ８ ＄１４５，０００－４０９，０００ 

Ｍａｉｎ Ｓｔｒｅｅｔ Ｎｏｒｔｈ（１又は２寝室 
フラット） ５８－８７ １４ ＄１０６，０００－２７０，０００ 

Ｎｏｒｔｈ Ｃｏｕｒｔ（１－３寝室フラットと 
３寝室タウンハウス） ７２－１２５ ６８ ＄１０４，０００－３０５，０００ 

Ｎｏｒｔｈｅｒｎ Ｌｉｇｈｔｓ（１寝室キャリッジ 
ハウスと２又は３寝室２世帯長屋） ６７－１１６ １４ ＄１０２，０００－１６９，０００ 

Ｎｏｒｔｈｓｔａｒ Ｐｌａｃｅ（タウンハウスと 
ロフト型コンドミニアム） ７９－１３５ ３３ ＄１２６，０００－４０９，０００ 

Ｓｔｕｄｉｏ Ｍｅｗｓ（タウンハウスと 
ロフト型コンドミニアム） ５４－１０４ ３２ ＄１０２，０００－３８１，０００ 

Ｗｉｌｄ Ｓａｇｅ Ｃｏｈｏｕｓｉｎｇ（１寝室 
キャリッジハウスと２又は３寝室 
タウンハウス） 

６４－２５２ ３４ ＄９４，０００－４９３，０００ 

Ｚ Ｐａｒｋ（キャリッジハウスと戸建住宅） ５６－２２７ ２５ ＄１４５，０００－７９９，０００ 
 
開発費情報  

用地取得費 ＄４，７５６，０００ 

用地整備及びインフラ建設費  

公益施設 ＄２５５，３９９ 

構造物 ＄３，７７６，６７３ 

手数料、一般条件 ＄１４１，８９１ 

開発地区外整備 ＄１７２，７６３ 

 ＄４，３３６，７２６ 

 
ソフト費用  

アーキテクチャー、エンジニアリング ＄２３３，４７０ 

建設利息及び手数料 ＄５３，５４３ 

 ＄２８７，０１３ 

総開発費 ＄９，３７９，７３９ 

 
開発スケジュール  
用地取得 １９９７年３月 
開発計画策定開始 １９９８年秋 

インフラ建設開始 ２００３年 

住宅販売開始 ２００４年２月 
住宅賃貸開始 ２００４年５月 
商業施設リース開始 ２００３年前半 

プロジェクト完了（見込み） ２００８年前半 
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ディベロッパー 
マスターディベロッパー 
Ｂｏｕｌｄｅｒ Ｈｏｕｓｉｎｇ Ｐａｒｔｎｅｒｓ， Ｂｏｕｌｄｅｒ，Ｃｏｌｏｒａｄｏ 

ディベロップメントパートナー 
Ｐｅａｋ Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ ＆ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ，Ｂｏｕｌｄｅｒ，Ｃｏｌｏｒａｄｏ 

Ａｆｆｏｒｄａｂｌｅ Ｈｏｕｓｉｎｇ Ａｌｌｉａｎｃｅ，Ｂｏｕｌｄｅｒ，Ｃｏｌｏｒａｄｏ 

Ｃｏｂｕｒｎ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ，Ｂｏｕｌｄｅｒ，Ｃｏｌｏｒａｄｏ 
Ｗｏｎｄｅｒｌａｎｄ Ｈｉｌｌ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｃｏｍｐａｎｙ，ｂｏｕｌｄｅｒ，Ｃｏｌｏｒａｄｏ 

Ｗｏｌｌｆ／Ｌｙｏｎ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ，Ｂｏｕｌｄｅｒ，Ｃｏｌｏｒａｄｏ 

 
 
６．Ｏｌｅｓｏｎ Ｗｏｏｄｓ Ａｐａｒｔｍｅｎｔｓ（オレゴン州タイガ

ード市） 

 
Ｏｌｅｓｏｎ Ｗｏｏｄｓ Ａｐａｒｔｍｅｎｔｓは、ポートランド市の

南端に隣接する郊外都市のひとつであるタイガード市の

ほぼ中央に位置する。その名の通り３２戸の住宅は全て賃

貸住宅であり、賃貸住宅としては非常に珍しいことに、

大家族用の３寝室から４寝室のものが大半である。周辺

には、３０年来の２階建てガーデンアパートや戸建住宅が

あり、このＯｌｅｓｏｎ Ｗｏｏｄｓ Ａｐａｒｔｍｅｎｔｓは天然森林と

湿地の中に一団として建設されたタウンハウス型式であ

る。この開発の所有者であり、ディベロッパーである

Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ｆｏｒ Ａｆｆｏｒｄａｂｌｅ Ｈｏｕｓｉｎｇ，

Ｉｎｃ．（ＣＰＡＨ）は、環境に優しい開発を目指している。

健康な生活と省エネルギー生活のできるコミュニティー

開発が基本目標である。テナントは野生動植物の観察を

楽しみ、野菜の栽培をすることが出来、そのための教育

プログラムが実施されている。 
 

Ｏｌｅｓｏｎ Ｗｏｏｄｓ Ａｐａｒｔｍｅｎｔｓは、次のような持続可

能な開発の要素を持っている。持続可能な建築物資材を

採用すること。エネルギーを保全すること。水資源を保

全すること。屋内大気の質を良好に保つこと。大量輸送

機関の利用に便利であること。再建された湿地帯の保全

や現存する樹木の維持などオープンスペースを確保する

こと。雨水は一旦生物学的処理を経た後に湿地帯に流入

させること。オレゴン州の原生樹木を残して景観を向上

させること。 
 
この開発は２００５年１１月に完成し、その５ヶ月前には、

３２戸のユニットは全て埋まった。テナントの所得制限が

あるので、テナントは入居申請過程で所得の上で有資格

であることを証明する必要があった。 

 
プロジェクトデータ 

土地利用情報  

開発用地面積 １．７４ヘクタール 

完成比率 １００パーセント 

グロス住宅密度（ユニット数／ヘクタール） ２５．１ 

道路外駐車スペース ４７台 

 
土地利用計画   
利用形態 面積（平方メートル） 比率 
住宅その他の建造物 １，９３３ １５．２ 
道路、平面駐車場 １，２１９ １０．０ 
景観地、オープンスペース ９，５９８ ７４．８ 
 １２，７５０ １００．０ 
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住宅情報    

ユニットタイプ ユニット数 ユニット面積 
（平方メートル） 当初家賃 

１寝室フラット ４ ５７ ＄３２８－４３５ 
３寝室タウンハウス ２１ １０４－１０７ ＄４５６－７００ 
４寝室フラット ３ １２４．５ ＄５０７－７７５ 
４寝室タウンハウス ４ １２４ ＄５０７－７７５ 
 
開発費情報  

用地取得費 ＄５１８，４７５ 

用地整備、インフラ建設費  

掘削、整地、下水、水道、排水、舗装、縁石、歩道 
（開発地区内） ＄４３２，１２８ 

同上 
（開発地区外） ＄７５，３５５ 

景観、灌漑 ＄１２２，２２３ 

手数料、一般条件及び利益、間接費 ＄３７７，８９８ 

その他の住宅建設費 ＄２，６９７，００３ 

 ＄３，７０４，６０７ 

 
ソフト費用  

アーキテクチャー、エンジニアリング ＄２６３，５１８ 

プロジェクトマネジメント ＄１６０，０００ 

市場調査 ＄４，３６５ 

法、会計 ＄７３，８１２ 

税、保険 ＄６５，９９６ 

権利証手数料 ＄２１，１８０ 

全資金調達資金 ＄３７１，７３９ 

保留金（賃借終了、管理） ＄６２，４６８ 

 ＄１，０２３，０７８ 

全開発経費 ＄５，２４６，１６０ 

 
開発スケジュール  

開発計画策定開始 ２００２年２月 

用地取得 ２００３年７月 

建設着工 ２００４年１２月 

販売、リーシング開始 ２００５年８月 

プロジェクト完成 ２００５年１２月 

 
ディベロッパー 
Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ｆｏｒ Ａｆｆｏｒｄａｂｌｅ Ｈｏｕｓｉｎｇ，Ｉｎｃ． 
 
 
７．Ｐｒａｉｒｉｅ Ｃｒｏｓｓｉｎｇ（イリノイ州グレイスレイク市） 

 
Ｐｒａｉｒｉｅ Ｃｒｏｓｓｉｎｇは、全国的には最初の保全型の開発

である。エコロジーに優しい持続可能な開発が、不適切
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な開発の脅威からいかに土地を保全する手段として有効

であるかを示しているといえる。この開発地区は、シカ

ゴ市ダウンタウンの北６４キロメートルに位置する農地

であった。面積は２７４ヘクタールである。１９８７年にこの

地域の住民８人が、この地区を買い取り、Ｐｒａｉｒｉｅ 

Ｈｏｌｄｉｎｇｓ（ＰＨＣ）社を設立して開発への取り組みを開

始した。同社の経営陣は、住宅区画は狭くても、保護さ

れたオープンスペースと質の高い設計とアメニティーの

確保による保全型のコミュニティーであれば、３０パーセ

ントのプレミアムを払ってでも買おうとする需要はある

と見ていた。このような考えから開発計画は策定された。 
 
開発計画では、３５９戸の戸建住宅と３６戸のコンドミニ

アムからなる住宅地、開発地全体の７０パーセントを占め

るオープンスペース、オフィス用地及び小売店舗用地か

らなる。オープンスペースは、２８ヘクタールの耕作中の

農地及び保全された野原や沼の畔、農地をぬって１６キロ

メートル以上続く遊歩道を含んでいる。 
 
通勤鉄道（Ｍｅｔｒａ）の誘致に関しては、１０年越しの働

きかけの結果、延伸が決まり地区内には２駅が建設され

ることになった。これによって、シカゴ市ダウンタウン

やオヘア空港への交通が便利となった。鉄道利用者は、

シカゴ市ダウンタウンにはノースラインで１時間強で行

くことができ、またオヘア国際空港にはノースセントラ

ルラインで１時間半で行くことが出来る。ＰＨＣ社は、こ

の通勤鉄道の誘致が決まった段階で、開発計画を変更し

て、それぞれの駅の周辺に比較的高密度の住宅を建設す

ることにした。一つはこの開発計画の第２段階として４２

戸の戸建住宅を建設し（Ｓｔａｔｉｏｎ Ｖｉｌｌａｇｅ地区）、二つは

第３段階として３６戸のコンドミニアムを建設した

（Ｓｔａｔｉｏｎ Ｓｑｕａｒｅ地区）。この地区の３６戸のコンドミニ

アムは３棟に別れ、駐車場は地下に設けられている。ま

た５ヘクタールの商業用地には、いくつかのフルサービ

スのレストラン、３階建てのオフィスビル、野外のオー

ガニックファーマーズマーケットがある。 
 

Ｐｒａｉｒｉｅ ＣｒｏｓｓｉｎｇのＳｔａｔｉｏｎ Ｖｉｌｌａｇｅ地区における戸

建住宅は、連邦エネルギー省のＢｕｉｌｄｉｎｇ Ａｍｅｒｉｃａ 

Ｅｎｅｒｇｙ-Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ ａｎｄ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ Ｐｒｏｇｒａｍに

定める規準に適合している。これによって年間の冷暖房

費が５０パーセント節約できる。この開発地区が全国で最

初にこのプログラムを利用した。その他の省エネルギー

対策としては、近年の持続可能な開発の規準にほとんど

適合しており、例えば、高性能ガラスの使用、空気清浄

装置の設置、ツーバイフォーインチの壁ではなくツーバ

イシックスインチの壁の使用（これによって断熱材の使

用空間が大きくなる）などである。また、第３段階に建

設されたＳｔａｔｉｏｎ Ｓｑｕａｒｅ地区のコンドミニアムは、ＥＰ

ＡのＥｎｅｒｇｙ Ｓｔａｒプログラムの省エネルギーのランク最

高位のファイブスターを得ている。オーガニックファー

ムに設置された水車は、灌漑のためのポンプや照明の電

力を供給している。 
 

Ｐｒａｉｒｉｅ Ｃｒｏｓｓｉｎｇのディベロッパーは、多くのアメニ

ティーを持ち高品質の設計と建設による住宅は、周辺の

住宅と比較して価格が高くなっても、売れると考えてい

た。事実、１９９４年、最初に販売された住宅の価格は、

＄１７９，０００から＄２５０，０００であり、当時周辺の住宅販

売価格の平均＄１２０，０００をかなり上回るものであった。 
 

プロジェクトデータ 

土地利用情報  

開発用地面積 ２７４ヘクタール 

住宅建設戸数 ３５９ 

グロス住宅密度（ユニット数／グロスヘクタール） ０．６９ 

平均ネット住宅密度（ユニット数／ヘクタール） ７．４１ 

非住宅開発 
（道路、街路、公園、オープンスペース） １９０ヘクタール 

全オフィススペース １，８５８平方メートル 

全小売店舗スペース ４，８７７平方メートル 

 
土地利用計画   

 面積（ヘクタール） 比率（パーセント） 
住宅 ５５ ２０ 
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オープンスペース １９０ ６９ 

その他商業用施設 ３０ １１ 

 ２７４ １００ 

 
住宅情報     

ユニットタイプ ユニット面積 
（平方メートル） ユニット数 販売済み数 当初販売価格 

戸建住宅 ２１４ ３５９ ３５９ ＄１８９，０００－６５０，０００ 

コンドミニアム １８６ ３６ １８ ＄３２９，０００－５４９，０００ 

 
開発費情報  

直接経費  

土地 ＄１０，５６１，４５１ 

用地整備 ＄２５，９４２，９７７ 

建設 ＄９３，８６２，９２７ 

景観 ＄３，６９７，５９９ 

コミュニティー資産 ＄２，４４１，４１２ 

直接経費合計 ＄１３６，５０６，３６６ 

 
間接経費  

販売、市場調査、モデル ＄１２，２９３，４２５ 

専門手数料 ＄６，６９５，６０１ 

税、保険 ＄１，６５９，１６９ 

独立審査、現地検査 ＄６０１，０８３ 

一般条件、管理 ＄９，８４３，０７８ 

家主協会会費 ＄１，１７３，３１２ 

間接経費合計 ＄３２，２６６，７３６ 

 
その他  

オープンスペース評価 ＄６６５，０００ 

その他合計 ＄６６５，０００ 

総開発費 ＄１６９，４３８，１０２ 

 
開発スケジュール  

用地取得 １９８７年 

計画策定開始 １９８７年 

建設着工 １９９２年 

プロジェクト完成  

第１段階 一団地毎の戸建住宅建設 

第２段階 Ｓｔａｔｉｏｎ Ｖｉｌｌａｇｅの戸建住宅建設 

第３段階 Ｓｔａｔｉｏｎ Ｓｑｕａｒｅのコンドミニアム建設 

プロジェクト完成 ２００７年 
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ディベロッパー 
Ｐｒａｉｒｉｅ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｇｒａｙｓｌａｋｅ，Ｉｌｌｉｎｏｉｓ 
 
 
８．Ｔｅｒｒａｍｏｒ ａｔ Ｌａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈ（カリフォルニア州

オレンジ郡） 

 
Ｔｅｒｒａｍｏｒ開発地区は、オレンジ郡南部に位置する

Ｌａｎｄｅｒａ Ｒａｎｃｈという１，６１９ヘクタールの計画開発地

区の一部であり、その開発面積は１２１ヘクタールである。

このＴｅｒｒａｍｏｒ地区は、州内では最大規模の「グリーン

志向の」住宅地域であり、１，２５８戸の住宅がある。

Ｔｅｒｒａｍｏｒ地区の住宅地開発には、４つのかなり特異な

戦略がある。１）他の住宅地計画開発との違いを際立た

せるために、住宅販売を、他の地理的に近い新築住宅販

売の時期に合わせて実施する。２）カリフォルニア州の

定めるグリーン開発規定に適合させる。３）開発のトレ

ンドと実施の先導的地位を保有し続ける。４）住宅市場

の一部で最近言われている「文化的創造」に大きな関心

を抱く。 
 

Ｌａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈ地区全体は、南北に走るインターステ

ート５の西側数マイルに位置するという優れた立地にあ

り、またいくつかの郊外型開発地域に隣接している。

Ｌａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈのマスタープランナーでありディベロッ

パーであるＲａｎｃｈ Ｍｉｓｓｉｏｎ Ｖｉｅｊｏ社は、Ｏ’Ｎｅｉｌｌ家、

Ａｖｅｒｙ家及びＭｏｉｓｏ家その他によって所有されている。

Ｌａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈの開発用地は、これらの家族が１８８２年以

来管理している８０，９３７ヘクタールの土地のうちからそ

の一部を提供したものである。Ｌａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈ地域の全

開発面積は、１，６１９ヘクタールであり、同地域の住宅は、

１９９９年に販売が開始され、現在までのところ、８，１００

戸が供給されている。アパート、コンドミニアム、戸建

住宅である。１００の近隣地域に別れ、それらは６つの村

を構成している。また、住宅商業混合利用の地区も３地

区あり、全面積の約５０パーセントの土地がオープンスペ

ースである。 
 

Ｔｅｒｒａｍｏｒ開発の実現にこぎつけるまでには、解決しな

ければならないいくつかの難関があった。ディベロッパ

ーは、その果敢なグリーン戦略を展開するためには、全

国でも最大規模の住宅建築業者１０社に説得を試みる必

要があった。そのような大手住宅建築業者のうちには、

グリーンビルディングの経験を全く持たないものさえあ

った。これらの業者は、グリーン戦略の構築に向けて、

ディベロッパーの要求に対して程度の差はあったが、熱

意を持って取り組んだ。しかし結局は、これらの業者は、

当時の強い市場とＬａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈの他の開発地域での過

去の成功体験によって左右されたため、なかなかグリー

ン戦略への合意には至らなかった。引き続き２年にわた

る精力的な計画策定と協働によって、ようやくグリーン

の認識が共有され、数社の住宅建築業者がＴｅｒｒａｍｏｒに

おけるグリーンビルディングの実施に取り組むことにな

った。 
 

Ｔｅｒｒａｍｏｒ開発における住宅販売は大成功を収めた。し

かしながら、この成功は、この開発地域の住宅が市場に

出された１９９０年代後半の住宅市場の需給のアンバラン

スからきたものであって、当時の住宅購入者の動機がグ

リーン志向であったわけではなかった。即ち当時の住宅

購入者の動機は、逼迫していた住宅市場に直面して、一

日も速く、売り出されている住宅を買うことであった。

住宅購入者が、購入したこのＴｅｒｒａｍｏｒ開発地区に住ん

で直接グリーン体験をして始めて、グリーン開発の種々

の特徴に気がついたわけである。 
 

Ｔｅｒｒａｍｏｒ地区の独自性は、種々の市場調査の結果、自

然との共生と「文化的創造」であった。この２つのテー

マが、グリーンの住宅建設と自然保全という２つの開発

方針となり具体的な開発計画となった。最終的な土地利

用計画においては、ほとんどの住民がその住宅内はもと

よりどの近隣の住宅地やどの施設にも、主要道路を横断

することなく徒歩で移動できるようになっている。住宅

の半分以上は、道路に面しておらず、開発地区の中央パ

セオ（ｐａｓｅｏ）、コミュニティーの背骨を走る１キロメー

トル以上の自然遊歩道又は小規模なパセオ、中庭、公園

に面している。また、リゾート型のプールや子供の遊び

場を備えた３．０３ヘクタールの親水公園が、全ての住宅

から、徒歩圏内に配置されている。Ｔｅｒｒａｍｏｒ地区内の

中央パセオを含む全てのパセオからは、Ｌａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈ

地区全体に張り巡らされた１６キロメートルに及ぶ自然

遊歩道のＬａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈ Ｔｒａｉｌにアクセスすることが可

能となっている。さらに、このＬａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈ Ｔｒａｉｌは、

同地区周辺の保全された７２８ヘクタールのオープンスペ

ースにアクセスすることが出来る。 
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Ｔｅｒｒａｍｏｒ地区の住宅１，２５８戸は、Ｌａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈ地

区全体の中では最も高密度である。住宅タイプは戸建住

宅からタウンハウス、コンドミニアムまで揃っている。

これらの住宅の設計は、グリーンビルディングに伴う経

費増を出来るだけ抑制するため、Ｌａｄｅｒａ Ｒａｎｃｈ地区の

他の地区の住宅と比較して、単純にしている。グリーン

ビルディング開発でこの地区で特徴的なことは、約４０パ

ーセントの住宅に太陽光発電パネルが設置されているこ

とと、住宅建築業者は、近隣電気自動車（ｎｅｉｇｈｂｏｒｈｏｏｄ 

ｅｌｅｃｔｒｉｃ ｖｅｈｉｃｌｅｓ， ＮＥＶ）充電用の電源を設置しなけ

ればならないことである。各住宅建築業者は、モデルハ

ウス展示のときに、ＮＥＶを紹介することになっており、

これを購入するかどうかは住宅購入者のオプションとな

っている。 
 

プロジェクトデータ 

土地利用情報  

開発用地面積 １２１ヘクタール 

完成住宅数 １，２５８戸 

グロス住宅密度（ユニット数／グロスヘクタール） ２１．５ 

平均ネット住宅密度（ユニット数／ネットヘクタール） ２８．８ 

 
土地利用計画   

 面積（ヘクタール） 比率（パーセント） 
住宅地 ６１ ５２ 

道路、駐車場 ８ ７ 

オープンスペース ４５ ３８ 

レクリエーション、デイケアー ４ ３ 

 １１７ １００ 

 
住宅情報    

ユニットタイプ 
ユニット面積 

（平方メートル） 
ユニット数 
（戸） 

当初販売価格 

１階建て、２階建て 
コンドミニアム ３７３－５１８ １４２ ＄２７５，０００－３３３，０００ 

１階建て、２階建て 
コンドミニアム ５３２－６７５ １５２ ＄３４０，０００－３７８，０００ 

Ｔｕｃｋｕｎｄｅｒタウンハウス 
コンドミニアム ６５４－７１０ １５１ ＄３８９，０００－４２１，０００ 

２階建て、３階建て 
タウンハウスコンドミニアム ６５２－８３２ １４９ ＄４５７，０００－５３３，０００ 

２階建て、３階建て 
職住選択型タウンハウス ８３３－８４３ ２４ ＄５６０，０００－５６５，０００ 

戸建Ｃｌｕｓｔｅｒ Ｃｏｕｒｔ型住宅 ６５８－８７０ １０７ ＄４２６，０００－４７２，０００ 

戸建Ｃｏｕｒｔｙａｒｄ型住宅 ７２４－８４８ １０４ ＄４６０，０００－５００，０００ 

１世帯長屋Ａｌｌｅｙ Ｃｏｕｒｔ型 ８９８－１，０２５ １０９ ＄５１５，０００－５４５，０００ 

１世帯長屋Ａｌｌｅｙ Ｃｏｕｒｔ型 ９５４－１，２０９ ７５ ＄５７２，０００－６１５，０００ 

戸建住宅 ９５４－１，２０７ ８９ ＄６００，０００－６８５，０００ 

戸建住宅 １，２２１－１，４８７ ７７ ＄６７５，０００－７７２，０００ 

戸建住宅 １，５０２－１，６８７ ７９ ＄８２５，０００－８６４，０００ 

 
開発費情報  
用地取得費 （家族所有の牧場） 
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用地整備費  
掘削、整地 ＄１８，０００，０００ 

下水、水道、排水 ＄５，０００，０００ 

舗装、縁石、歩道 ＄２，５００，０００ 

景観、灌漑 ＄６，０００，０００ 

その他  

 その他公益施設 ＄１，０００，０００ 

 ＄３２，５００，０００ 

 
ソフト費用  

アーキテクチャー、エンジニアリング ＄２，２００，０００ 

一般管理費（建設コスト、手数料を含む） ＄１２，０００，０００ 

市場調査 ＄３００，０００ 

法、会計 ＄７５，０００ 

税、保険 ＄３，２００，０００ 

権利証手数料 ＄１００，０００ 

 ＄１８，５５０，０００ 

総開発経費 ＄５１，０００，０００ 

 
開発スケジュール  

用地取得 １９９６年 

開発計画策定開始 ２００１年 

建設着工 ２００３年 

プロジェクト完了 ２００６年 

 
ディベロッパー、マスタープランナー 
Ｒａｎｃｈｏ Ｍｉｓｓｉｏｎ Ｖｉｅｊｏ，Ｓａｎ Ｊｕａｎ Ｃａｐｉｓｔｒａｎｏ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ 

 
 
（“Ｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｐｌａｎｎｅｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓ，７  

Ｃａｓｅ Ｓｔｕｄｉｅｓ” ｐ．ｐ．１２１－２２１，Ｕｒｂａｎ Ｌａｎｄ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ， 

２００７） 

 
 
 


